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令和３年度 国土地理院関係 予算概算要求・要望 
～ウィズコロナにおける経済成長の実現に向けた生産性向上、 

感染症や災害等における国民の安全・安心の確保に貢献します～ 

 

 

 国民の安心・安全を大きく脅かす新型コロナウイルス感染症や頻発化・激甚化する自然

災害から国民の命と暮らしを守るため、令和３年度予算においては、国土を「測る」、「描

く」、「守る」、「伝える」の 4 つの国土地理院の役割を通じて、以下の取組を重点的に行っ

てまいります。 

 
【令和 3年度の重点的な取組】 

■ウィズコロナにおける持続的な経済成長の実現に向けた取組 

‣ デジタル化・リモート化社会推進のための位置情報基盤の強化（P.3） 
‣ 途上国の非接触型社会を支える高精度測位技術等の海外展開（P.4） 

 

    ■新型コロナウイルス感染拡大防止に資する取組 
‣ 感染症対策に有用な簡易 GIS ツールの開発及びその普及啓発（P.4） 
‣ 測量士・測量士補試験施行にかかる感染症対策（P.4） 
‣ 地図と測量の科学館における感染症対策（P.4） 

 

■強靱な国土づくりのための防災・減災に資する取組 
‣ 地形分類データ整備による災害リスクの明確化の推進（P.5） 
‣ 地震時地盤災害推計システム（SGDAS）の推計精度向上に関する研究（P.5） 

‣ 災害から国民の命と暮らしを守るための取組の強化（P.5） 

 

 

ウィズコロナにおける経済成長の実現に向けた生産性向上、 

感染症や災害等における国民の安全・安心の確保に貢献します。 

 

 

令和３年度予算概算要求・要望額は 100.7 億円（対前年度比 1.06 倍） 

うち、新型コロナウイルス感染症への対応などにかかる要望額は 7.4 億円 



 

○ 予算概算要求・要望総括表 
  

（単位：百万円） 

区分 要求額・要望額 

 

ウィズコロナにおける持続的な経済成長の実現に向けた取組 

・デジタル化・リモート化社会推進のための位置情報基盤の強化 

  ・航空レーザ測量成果の一元化による高精度標高データの整備 

 ・非接触型社会を支える高精度測位の利用環境整備の加速 

  ・非接触型社会を支える高精度測位のための電子基準点の強化 

  ・ウィズコロナに対応した測量手法の確立 

 

・途上国の非接触型社会を支える高精度測位技術等の海外展開 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止に資する取組 

 ・感染症対策に有用な地理空間情報の活用促進 

・測量士・測量士補試験施行にかかる感染症対策 

・地図と測量の科学館における感染症対策 

 

1．国土を測る 

 

2．国土を描く 

 

3．国土を守る 

・地形分類データ整備による災害リスクの明確化の推進 

・SGDAS の推計精度向上に関する研究 

 

4．国土を伝える 

 

5．その他（測量行政の推進等） 

 

6．国土地理院の運営に必要な経費 

 

 

656 

566 

91  

116  

350  

10  

 

90 

 

80 

34 

32 

14 

 

997 

 

1,219 

 

549 

14（3.の内数） 

9（3.の内数） 

 

282 

 

728 

 

5,555 

合計 
10,067 

(対前年度比 1.06) 

※この他、災害から国民の命と暮らしを守るための取組の強化にかかる経費について、別途、所要の要望を

行う。 
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■デジタル化・リモート化社会推進のための位置情報基盤の強化

ウィズコロナにおける持続的な経済成長の実現に向けた取組

デジタルデータの充実、位置情報補正の高度化を通じて、仮想空間と現実空間を紐づけ
る「位置情報基盤」を強化することにより、DX（デジタルトランスフォーメーション）
を推進し、ウィズコロナにおけるデジタル化・リモート化社会の実現に貢献します。

３次元デジタルデータの充実 位置情報補正の高度化

航空レーザ測量成果の一元化による
高精度標高データの整備 【91百万円】

ウィズコロナに対応した測量手法の確立
【10百万円】

これら施策を一体的に実施し、位置情報基盤を強化することで、インフラ・物流、
まちづくり等でのDXを推進し、デジタル化・リモート化に貢献します。

地殻変動を補正するための仕組みを強化
します。

【効果】
非接触型サービスの創出に寄与
作業効率アップ、工事品質アップに寄与

地殻変動の影響により
測位結果が地図上で
ズレて表示

地殻変動補正前

input
地殻変動
DATA

ズレが解消
正確な位置で表示

補
正
情
報

補正後
精度
明示

電子基準点
民間等のGNSS観測点

地殻変動
補正システム

公共測量の作業規程の準則における自動追尾
型トータルステーションの適用範囲を確定し、
作業方法を示したマニュアルを作成します。

【効果】
・少人数で高精度な測量作業が可能
・効率的な３次元点群データの取得を可能に
し、インフラ分野でのDX推進に寄与

既存の有線回線が途切れても、5G/LTE通信
で電子基準点のリアルタイムデータを取得で
きるよう、通信機器等を整備します。

【効果】
高精度測位の安定した基盤として、非接触型
社会を支え、地域社会の安全・安心に貢献

準天頂衛星
みちびき

出典：qzss.go.jp

電子基準点 5G/LTE通信

中央局携帯電話
基地局

電子基準点

携帯電話
基地局

非接触型社会を支える高精度測位の
利用環境整備の加速 【116百万円】

非接触型社会を支える高精度測位の
ための電子基準点の強化【350百万円】

公共測量の枠組みを通じて国土地理院に集
約される航空レーザ測量成果を活用し、建物
などを含む詳細な標高データを整備します。

【効果】
デジタルツインを支える３次元地図の基盤と
して、計画的な都市インフラ開発・まちづく
りの推進や産業のイノベーション創出、正確
で効果的な防災・減災対策の推進に貢献

3次元地図の基盤となる
地形と構造物の点群データ
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■感染症対策に有用な地理空間情報の活用促進【34百万円】

■測量士・測量士補試験施行にかかる感染症対策【32百万円】

■地図と測量の科学館における感染症対策【14百万円】

■途上国の非接触型社会を支える高精度測位技術等の海外展開【90百万円】

試験事業を安全、確実に実施するための感染症対策を実施し
ます。

・「３つの密」を回避する試験会場の確保
・試験会場試験室増に伴う試験管理員の増員
・感染防止策の徹底（マスク着用の徹底、検温、手指の消毒、
施設の消毒の実施）

【効果】
基本的感染対策を講じて、測量士・測量士補試験を確実に実施することで、コロナ

禍でも測量業界への人材確保を継続

新型コロナ後の非接触型社会を支える高精度測位環
境をアジア太平洋地域の途上国に展開するため、モバ
イル型電子基準点を活用したパイロットプロジェクト
と関連する技術セミナーを実施します。

【効果】
技術セミナーを通じて、関係国にパイロットプロジェクトの効果を広げることで、

新型コロナ後のアジア太平洋地域で、我が国の高精度測位技術を利用した新しい地
理空間情報高度活用社会が早期に実現

モバイル型電子基準点

国土地理院が管理・運営する「地図と測量の科学
館」において、「３つの密」を避けるための感染防
止対策を実施します。

・体温測定用サーモグラフィーシステムの設置
・音声解説装置の導入

【効果】
検温時間の短縮や感染リスクの軽減、展示物の利用制限の緩和、館内ガイドによる

密の回避が実現し、コロナ禍でも国民への地図と測量に関する情報と知識の普及啓発
を継続

体温測定用サーモグラフィー
システムの設置 音声解説装置の導入

感染症に関する各種情報を効果的に把握し、適切
な情報発信を可能とするため、感染症の状況や統計
情報を地図に表示できる簡易なGISツールを開発し、
その活用を国や地方公共団体に普及啓発します。

【効果】
感染症対策を視覚的・効率的に行うことで、分かり

やすく効果的な情報発信や行政事務の効率化に寄与

簡易GISツール

ウェブ地図感染症に関する
各種情報

********
*********
;;;;;;;;

出典：福井県公認サイト

データを可視化
して発信

新型コロナウイルス感染拡大防止に資する取組
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